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要旨
本アプリケーションノートでは、R32C/100シリーズのシリアルインタフェース特殊モード2を使用し、ス

レーブモードでマスタとデータを送受信する方法を説明します。

対象デバイス
R32C/116グループ

R32C/117グループ

R32C/118グループ

本アプリケーションノートを他のマイコンへ適用する場合、そのマイコンの仕様にあわせて変更し、十

分評価してください。

R01AN0516JJ0100
Rev.1.00

2011.05.31

R32C/100シリーズ

シリアルインタフェース動作 (特殊モード2のスレーブ送受信)
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1. 仕様
シリアルインタフェース特殊モード2を使用し、スレーブモードでマスタとデータの送受信を行います。

表 1.1 に使用する周辺機能と用途を、図 1.1 にシリアルインタフェース特殊モード 2 の通信制御例を示し

ます。

図 1.1 シリアルインタフェース特殊モード2の通信制御例

表 1.1 使用する周辺機能と用途

周辺機能 用途

シリアルインタフェース (UART0) 特殊モード2を使用したスレーブ送受信

MCU MCU

MCU

(スレーブ1)

(マスタ)

(スレーブ2)

P1_2

P1_3

SS0

CLK0

RXD0

TXD0

SS0

CLK0

STXD0

SRXD0

SS0

CLK0

STXD0

SRXD0
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2. 動作確認条件
本アプリケーションノートのサンプルコードは、下記の条件で動作を確認しています。

3. 関連アプリケーションノート
本アプリケーションノートに関連するアプリケーションノートを以下に示します。併せて参照してくだ

さい。

• R32C/100シリーズ　メインクロック逓倍モード設定手順 (RJJ05B1259)

4. ハードウェア説明

4.1 使用端子一覧

表 4.1に使用端子と機能を示します。

表 2.1 動作確認条件

項目 内容

使用マイコン R5F64189DFD(R32C/118グループ )
動作周波数 • メインクロック：16MHz

• PLLクロック：100MHz
• ベースクロック：50MHz
• CPUクロック：50MHz
• 周辺バスクロック：25MHz
• 周辺機能クロック源：25MHz

動作電圧 5V
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製

High-performance Embedded Workshop Version 4.07
Cコンパイラ Cコンパイラルネサスエレクトロニクス製

R32C/100 Series C Compiler V.1.02 Release 01
コンパイルオプション
    -D__STACKSIZE__=0X300 -D__ISTACKSIZE__=0X300
    -DVECTOR_ADR=0x0FFFFFBDC -c -finfo -dir "$(CONFIGDIR)"
(統合開発環境のデフォルト設定を使用しています )

動作モード シングルチップモード

サンプルコードのバージョン Version 1.00
使用ボード Renesas Starter Kit for R32C/118 (製品型名：R0K564189S000BE)

表 4.1 使用端子と機能

端子名 入出力 内容

P6_0/SS0 入力 SS0端子として使用

P6_1/CLK0 入力 送受信クロックとして使用

P6_2/STXD0 出力 データの送信に使用

P6_3/SRXD0 入力 データの受信に使用
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5. ソフトウェア説明
UART0を使用して、マスタとデータを送受信するプログラム例を示します。設定条件を以下に示します。

＜設定条件＞

• UART0の特殊モード2を使用します。

• 転送クロックは、外部クロックを使用します。

• CLK極性選択は、送受信クロックの立ち下がりに同期して送信データ出力、  立ち上がりに同期して受

信データ入力を選択します。

•転送フォーマットは、LSBファーストを使用します。

•シリアル入力端子はSTXD0、SRXD0(スレーブモード )を選択します。

•クロック位相設定は、クロック遅れなしを選択します。

• SS機能許可を選択します。

• UART0送信割り込みは使用しません。

• UART0受信割り込みを使用します。

•ポートP6_2、P6_3はNチャネルオープンドレイン出力に設定します。

5.1 動作概要

本プログラムでの動作を以下に示します。

(1) 初期設定
UART0、およびポートの初期設定を行います。

(2) 送受信許可
U0C1レジスタのREビットに“1”(受信許可 )を、TEビットに“1”(送信許可 )を設定します。

(3) 送信待ち
送受信開始条件を満たすために、U0TBレジスタにダミーデータを設定します。

(本サンプルコードの仕様では、前の受信動作で受信したデータを送信データとして設定します。

  1回目の受信では受信データが無いため、ダミーデータを送信データとして設定します。)
(4) スレーブ無効期間

SS0端子が“H”のとき、入力されるクロックは無効になり、送受信は行いません。

(5) スレーブ有効
SS0端子が“L”のとき、入力されるクロックが有効になります。

(6) 送受信開始
CLK0端子にクロックが入力されると、送受信を開始します。

(7) 送受信完了
送受信が完了すると、UART0受信割り込みが発生します。

(8) 受信データの読み出し
UART0受信割り込み処理内で、U0RBレジスタの値を読み出します。

(9) スレーブ無効
SS0端子が“H”になると、スレーブ無効になります。

図 5.1にタイミング図を示します。
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図 5.1 タイミング図

送信データの出力
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UART0送信シフトレジスタへ転送

D5

不定

D7

D7
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U0RBレジスタの読み出し

fEXT： 外部クロックの周波数

注1. データ受信前のCLK0端子の入力が“H 、 。”のときに 次の条件がそろうようにしてください 
　・U0C1レジスタのTEビットが“1”(送信許可)
　・U0C1レジスタのREビットが“1”(受信許可)
　・U0TBレジスタにダミーデータを書く
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5.2 定数一覧

表 5.1にサンプルコードで使用する定数を示します。

5.3 変数一覧

表 5.2にグローバル変数を示します。

5.4 関数一覧

表 5.3に関数を示します。

表 5.1 サンプルコードで使用する定数

定数名 設定値 内容

OVR_ERROR_MASK 1000h オーバランエラーのマスク値

OVR_ERROR 1000h オーバランエラーの比較値

DUMMY_DATA 55h ダミーデータの書き込み

SUCCESS 00h 正常終了

ERROR FFh オーバランエラー

表 5.2 グローバル変数

型 変数名 内容 使用関数

unsigned char error_flag エラーフラグ main()、
_uart0_receive()

表 5.3 関数

関数名 概要

uart0_init UART0初期設定

_uart0_receive UART0受信割り込み処理
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5.5 関数仕様

サンプルコードの関数仕様を示します。

uart0_init
概　要 UART0初期設定

ヘッダ なし

宣　言 void uart0_init(void)
説　明 UART0の初期設定を行います。

引　数 なし

リターン値 なし

備　考 なし

_uart0_receive
概　要 UART0受信割り込み処理

ヘッダ なし

宣　言 void _uart0_receive(void)
説　明 U0RBレジスタから受信データを読み出します。オーバランエラーの場合、エラーフ

ラグをオーバランエラーに変更します。それ以外の場合、エラーフラグを正常終了に
設定し、受信データをU0TBレジスタに設定します。

引　数 なし

リターン値 なし

備　考 なし
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5.6 フローチャート

5.6.1 メイン処理

図 5.2にメイン処理のフローチャートを示します。

図 5.2 メイン処理

main

PLLクロック設定
SetPLLClock() メインクロック逓倍モードでの 。各クロック周波数を設定します 

UART0初期設定
uart0_init()

マスカブル割り込み禁止 Iフラグ ← 0

マスカブル割り込み許可 Iフラグ ← 1

UART0送受信許可
U0C1レジスタ ← 05h
    TEビット = 1 : 送信許可
    REビット = 1 : 受信許可
    U0lRSビット = 0 : U0TBレジスタ空
    U0RRMビット = 0 : 連続受信モード禁止
    U0LCHビット = 0 : 反転なし

ダミーデータ送信 U0TBレジスタ ← DUMMY_DATA

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

オーバランエラー発生?

Yes

No

エラー処理(注1)

注1. 、 。本アプリケーションノートでは エラー時の処理を行なっていません 
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5.6.2 UART0初期設定

図 5.3にUART0初期設定のフローチャートを示します。

図 5.3 UART0初期設定

uart0_init

UART0送受信モードレジスタの設定

UART0送受信制御レジスタ0の設定

UART0送受信制御レジスタ1の設定

UART0特殊モードレジスタの設定

割り込み制御レジスタの設定

入出力ポートの設定

return

U0MRレジスタ ← 09h
    SMD2-SMD0ビット = 001b : クロック同期シリアルインタフェースモード
    CKDIRビット = 1 : 外部クロック

U0C0レジスタ ← 10h
    CLK1-CLK0ビット = 00b : U0BRGカウントソースにf1を選択
    CRDビット = 1 : CTS機能禁止
    CKPOLビット = 0              : 送受信クロックの立ち下がりに同期して送信データ

、出力 立ち上がりに同期して受信データ入力
    UFORMビット = 0              : LSBファースト

U0C1レジスタ ← 00h
    TEビット = 0 : 送信禁止
    REビット = 0 : 受信禁止
    U0lRSビット = 0 : U0TBレジスタ空
    U0RRMビット = 0 : 連続受信モード禁止
    U0LCHビット = 0 : 反転なし

U0SMRレジスタ ← 00h : UART0特殊モードレジスタ
U0SMR2レジスタ ← 00h : UART0特殊モードレジスタ2
U0SMR3レジスタ ← 05h : UART0特殊モードレジスタ3
    SSEビット = 1 : SS機能許可
    CKPHビット = 0 : クロック遅れなし
    DINCビット = 1 : STXD0、SRXD0を選択(スレーブモード)
    ERRビット = 0 : モードフォルトエラーなし
U0SMR4レジスタ ← 00h : UART0特殊モードレジスタ4

S0TICレジスタ ← 00h : 割り込み禁止に設定
S0RICレジスタ ← 01h : 割り込み要求レベルをレベル1に設定

P6_0Sレジスタ ← 00h : ポートP6_0を入出力ポートに設定
P6_1Sレジスタ ← 00h : ポートP6_1を入出力ポートに設定
P6_2Sレジスタ ← 44h
    PSEL2-PSEL0ビット = 100b : UART0特殊機能出力
    NODビット = 1 : Nチャネルオープンドレイン出力
P6_3Sレジスタ ← 40h
    PSEL2-PSEL0ビット = 000b : 入出力ポートP6_3
    NODビット = 1 : Nチャネルオープンドレイン出力
PD6レジスタ ← 04h
    P6_0ビット = 0 : ポートP6_0を入力ポートに設定
    P6_1ビット = 0 : ポートP6_1を入力ポートに設定
    P6_2ビット = 1 : ポートP6_2を出力ポートに設定
    P6_3ビット = 0 : ポートP6_3を入力ポートに設定

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)
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5.6.3 UART0受信割り込み処理

図 5.4にUART0受信割り込み処理のフローチャートを示します。

図 5.4 UART0受信割り込み処理

_uart0_receive

受信データの読み込み

？オーバーランエラーか 

送信データの書き込み

エラーフラグをオーバランに設定

エラーフラグを正常終了に設定

return

Yes

No

read_buf ← U0RBレジスタ

error_flag ← ERROR

error_flag ← SUCCESS

U0TBレジスタ ← read_buf

(1)

(4)

(2)

(3)
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6. サンプルコード
サンプルコードは、ルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。

7. 参考ドキュメント
R32C/116グループ ユーザーズマニュアルハードウェア編 Rev.1.10
R32C/117グループ ユーザーズマニュアルハードウェア編 Rev.1.10
R32C/118グループ ユーザーズマニュアルハードウェア編 Rev.1.10
(最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。)

テクニカルアップデート /テクニカルニュース

(最新の情報をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。)

Cコンパイラマニュアル

R32C/100シリーズ用 Cコンパイラパッケージ Cコンパイラユーザーズマニュアル Rev.2.00
(最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。)

ホームページとサポート窓口
ルネサス エレクトロニクスホームページ

http://japan.renesas.com/

お問合せ先
http://japan.renesas.com/inquiry
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製品ご使用上の注意事項

1.

CMOS
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